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新
刊
紹
介

av杉
本
伊
佐
美
編
著
回
想
・
河
和
田
の
里

〔

A
5
判
、
「
回
想
・
河
和
田
の
里
」
刊
行
会
刊

限
定
版
、
定
価
玉
、

0
0
0
円〕

鯖
江
市
の
旧
河
和
田
村
の
歴
史
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
そ
の
編
著
者
の
杉
本
伊
佐
美
氏
が
、

昭
和
五

O
年
ご
ろ
か
ら
五
年
が
か
り
で
、
お
び

た
だ
し
い
資
料
を
駆
使
し
て
仕
上
げ
た
著
作
で

あ
る
。内
容
は
三
五
章
に
ま
と
め
ら
れ
、
九
章
ま
で

は
村
の
生
い
立
ち
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
歴

史
の
流
れ
の
な
か
で
の
庶
民
の
生
活
を
中
心
に

詳
述
す
る
。
さ
ら
に
風
土
・
諸
産
業
・
年
中
行

事
・
民
謡
・
方
言
・
伝
説
・
芸
能
・
文
化
財
・

人
物
等
取
り
扱
う
が
、
と
く
に
地
域
の
特
産
で

あ
る
漆
器
に
つ
き
、
そ
の
歴
史
的
発
展
過
程
を

興
味
ぶ
か
く
紹
介
し
て
い
る
。

本
書
の
序
文
で
、
福
大
名
誉
教
授
・
岡
山
大

学
教
授
杉
原
丈
夫
氏
が
「
こ
の
著
は
庶
民
の
側

に
立
ち
、
物
事
を
庶
民
の
眼
で
見
て
書
い
て
い

る
。
こ
の
書
で
著
者
が
述
べ
ん
と
し
て
い
る
こ

と
は
、
英
雄
史
で
も
行
政
史
で
も
な
く
、
庶
民

の
生
活
史
で
あ
り
、
世
相
史
で
あ
る
。
」
と
述

べ
る
と
お
り
、
特
に
近
・
現
代
史
の
分
野
で
は
、

一
般
の
庶
民
生
活
に
視
点
を
す
え
、
自
ら
の
体

験
を
通
し
て
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
だ
け
に
、

は
な
は
だ
迫
力
に
富
ん
で
い
る
。

杉
本
氏
は
、
従
来
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の

文
化
行
動
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

す
で
に
『
河
和
田
の
漆
器
』
(
昭
白
年
)
『
福
井

映
画
史
』
(
昭
訂
年
)
〆
『
若
越
民
謡
大
鑑
』
(
昭
必

年
)
『
越
前
漆
器
物
語
』
(
昭
印
年
)
な
ど
の
著

書
が
あ
る
が
、
今
回
の
発
刊
は
、
こ
れ
ら
過
去

の
業
績
の
集
大
成
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
考

え

た

い

。

(

三

上

記

)
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